
しる えきたいす せい

レモンの汁のような液体の酸つばい性
しつさんせい りよう かじゅうせっ

質（酸性）を利用して、果汁と石けんカ

らろうそくを作ってみましょう。

l。石けんをおろし金でけすりましょう。
ちゅうい

。おろし金で手をすらないように注意して。

ベ ヘ／ 

こま

E鬱細かくなった石けんをビーカーに

入れましょう。
こな

。粉をすいこまないようにね。
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r-------------------- 、必要なもの—----------
こけいせっ くたもの

! . 固形石けん・果物（レモン、オレンジなと） ｛ 

がね

おろし金・レモンしぼり・ビーカー CMコッ l 

プなと）鬱わりばし鬱ガーゼ。カッター。はさ
かt- ざら

み・型（フィルムケース、アルミ皿、カップ
いと てぶくろかねつきく‘

なと）・たこ糸・ビニール手袋•加熱器具（ホッ
ゅ

トプレートなと）か、ポットにお湯。キッチ
ねんど

： ンペーパー・粘土
L--------------------------------------------------------』

3。レモンをしぼって果汁をとりましょう。
たい

鬱石けん 1個に対して、レモンは 3つくらい。

4。ビーカーにお湯を入れて石けんを

とかしましょう。

。50度くらいのお湯をポットに入れて用意してお
はや

くと早くできるよ。

鬱ソフトクリームみたいになるまでよくかきまぜ

てね。



いかたまり

なるかなぁ。

け }

J

 

し 。ろうくさくなるかも。そうしたら

いで。

も

6" 

• こぼれないよう

ですよ。

をしてキッチンペーパー

をとってね。

よくこねて

ろうそくのもと

b-
＿＿―_-―_-― 

7c 

。たこ糸にとけたろうがしみこんでいた

つきやすいよ
ようき

。ガラス容[

てから入れて

ろうだらけになるので、ビニ

めてやってね。

をは )のでやけどしないよう

いよう しさまし

をつけて。

11,. 
゜
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